
町田商工会議所 令和４年度（2022年 4月～2023年 3月）事業報告書      【概要版】 
 

令和４年度 基本方針 『現場の支援機関として市内事業者に寄り添い、地域経済の再始動、そして発展に寄与していく』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．デジタル化に対応した事業者への支援                             ３．経営発達支援計画に基づく、中小・小規模事業者に対する伴走型支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．市内中小企業者の事業継続計画（ＢＣＰ）策定や原油価格等高騰対策についての支援 

４．創業者に対する伴走型支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員数 ４，１１０事業所 
（令和５年３月３１日現在） 

入 会 １９５事業所 

退 会 ２１４事業所 
※主な退会理由  

廃業・閉店・休業  ４４％ 

市外転出      １２％ 

経費削減       ７％ 

利用機会減少 等   ３７％ 

◆総括的概要◆ 

令和４年度は、長引く新型コロナウイルス感染症の影響に加え、エネルギー・原材料価格の高騰、人手不足の深刻化、歴史的な円安の急伸、 

物価高と消費マインドの低下など、多くの中小・小規模事業者にとって極めて厳しい経営環境の置かれた１年でした。 

このような中、当所では年度当初の基本方針に従い、現場の支援機関として市内事業者に寄り添い、地域経済の発展に寄与してまいりました。

中小企業者デジタル化支援事業、感染症に備えたＢＣＰ策定支援事業、原油価格等高騰対策事業者給付金事業、専門家によるデジタルマンツー 

マン支援事業、小規模事業者の看板商品プロデュース事業、国・東京都・町田市の施策に関する最新情報の提供および申請サポートなど、１年間

を通じて様々な伴走型経営支援に取り組みました。３年ぶりの開催となった「キラリ☆まちだ祭」は８万人の人出で賑わい、地域資源の魅力と 

活力を多くの来街者に伝える機会となりました。 

また昨年度は、第１３期役員・議員改選に伴い、令和４年１１月１日から澤井会頭を中心とする新体制がスタートした年であり、今期の基本 

指針として「未来を考える会議体」「つながり」「中小企業の活力強化」という３本の柱が掲げられました。 

（１）中小企業者ＢＣＰ策定支援事業［町田市補助事業］ 

市内の中小企業者に対して、感染症対応に係るＢＣＰの策定や改定、ＢＣＰを実践するために必要な経費の一部を補助。 

補 助 額 ①ＢＣＰを実践するために、必要な物品や設備等の導入に係る経費の２／３ 上限 ５００，０００円 

②ＢＣＰの策定・改定に係る経費の２／３ 上限 １００，０００円 

交付件数  ９件  交付金額 ２，８７３，０００円 

（２）町田市原油価格等高騰対策事業者給付金事業［町田市補助事業］ 

原油価格等高騰の影響を受けた市内中小企業者を支援するため、直近１年間に支払った水道 

光熱費（電気料金、ガス料金、水道料金）及び燃料費（ガソリン、灯油、軽油、重油等）に 

要した経費に応じて給付金を支給し、事業の継続と雇用の維持が図られるよう支援を行った。 

対象経費が５万円未満は対象外。給付額の上限は１０万円。 

申請期間 １０月１７日～１２月１６日 

交付件数 ４，９００件（５，３１０事業所）  交付金額 ４０４，１８０，０００円 

申請サポート  １０月２０日～１２月１５日で１８８件をサポート 

（１）中小企業者デジタル化支援事業［町田市補助事業］ 

市内の中小企業者に対して、生産性向上や販路拡大等を促進するデジタル化にかかる 

対象経費の２／３、最大２０万円を補助することにより、ウィズコロナ・ポストコロナ 

時代の社会的変化への対応に向けて支援を行った。 

交付件数 ５６件（会員 ５１件、非会員 ５件）  交付金額 ９，８０３，０００円 

（２）デジタルマンツーマン支援事業 

事業のデジタル化、ＩＴの活用を希望する小規模事業者を対象に専門家がマンツーマンで 

個別支援を行い、ＳＮＳの活用を中心に課題解決につなげ、今後の経営に活かした。 

令和４年５月～令和５年３月（※１事業所最大５回まで） 

実  績  １４事業所、延べ５４回（ＩＴの専門家９名が対応） 

（３）事業復活支援金申請サポート事業 

中小企業庁「コロナの影響を受けた事業の継続・回復を支援 事業復活支援金」の登録 

確認機関として市内事業所への事前確認を実施。また、希望する会員事業所には、提出書類 

の確認やサイトへのアップロード等の申請サポートを行った。 

令和４年２月３日～６月１３日 事前確認 ６４１件、申請サポート １５６件 

（４）ＷＥＢセミナー 

経営、税務、労務等の役立つセミナー、約６００タイトル以上を動画配信。事業所や自宅にいながら、いつでもインターネット 

から観たいセミナーを受講可能。視聴には事前にＩＤ，パスワード発給の申し込みが必要。 

実  績  視聴者数 １，７０７名  視聴回数 ３，９７５回 

（１）看板商品プロデュース事業 

市内小規模事業者の看板商品について、商品力向上のための専門家による商品評価、 

新たな商品撮影でデジタルコンテンツの充実、プレスリリースによる情報発信、これらの 

一貫した支援で看板商品の知名度向上、新規販路の開拓、売上向上を目指す事業。 

・商品ＰＲ検討会 小規模事業者７事業所 

・ＤＸ推進支援  小規模事業者７事業所 

・商品撮影支援  食品小売業を営む小規模事業者５事業所 

・ＰＲ動画作成  商品の魅力を効果的に発信するため、モデル、 

イラストレーターを起用した商品紹介ＰＲ 

ビデオを作成。当所ホームページ内に専用 

サイト「教えてスペシャリテ！」を設け、 

配信を行った。（ＱＲコードからアクセス→） 

https://www.machida-cci.or.jp/produce/ 

 

（２）町田市地域経済動向調査 

公開されているＲＥＳＡＳ、町田市統計書などをもとに「町田市」の経済動向 

調査を実施。コロナ後の経営状況分析など、具体的なデータから影響を分析・ 

考察し、行政への政策提言や働きかけ、都市開発の参考資料にすることを目的に 

実施。専門家（中小企業診断士）の意見を反映した内容とするため、町田市経営 

診断協会へ委託した。調査期間は６月１日～９月３０日。報告会は１０月２１日 

に開催。 

（１）町田創業プロジェクト［産業競争力強化法による認定］ 

町田市、町田商工会議所、町田新産業創造センター、金融機関等が連携し、それぞれの得意分野を活かして創業者を全面的に支援

し、町田市内の創業者数の増加及び地域経済の活性化を図る取り組み。希望する創業者に起業家カードを発行。 

起業家カード発行件数 １００件（平成２６年７月より累計 ７４９件） 

 

（２）まちだ創業スクール ２０２２［東京都活性化事業］ 

実 績  ８月開催 無料プレセミナー 

（オンライン配信 ライブ配信視聴数 ２７名、動画視聴 ５８０回） 

９月開催「本格コース」…本格的に独立創業を目指す方 

（４日間・１日講習、会場講習 ２８名） 

１０月開催「副業コース」 

…小商い、サイドビジネスなど副業で開業したい方 

（６日間・夜間講習、オンライン講習 １５５名） 

第６代会頭として澤井 宏行 氏が就任 

商品ＰＲ会議の様子 

本格コースは会場講習として２８名を集めた 

デジタルマンツーマン支援事業 

原油高給付金はダイレクトメールを用いる 

など広く周知を行って、申請を促した 

町田市経営診断協会「町田市地域経済分析レポート」より抜粋→ 



５．中小企業庁 補助金（令和４年度 第２次補正予算）による事業者への支援             ８．会員事業所との関係性強化、情報発信 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．キラリ☆まちだ祭 ２０２２ ～いい街・町田の農業＆産業フェスティバル～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．多摩ビジネスサポートセンターによる事業承継支援 

 

 

 

 

 

 
７．小規模事業者への経営支援と新たな取り組みに向けた伴走型支援 

10．その他の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）事業環境変化対応型支援事業［日本商工会議所委託事業］ 

新型コロナウイルス感染症等の影響や最低賃金引上げ、デジタル化、インボイス制度導入等の対応といった事業環境変化による 

影響を受ける中小・小規模事業者を支援するため、専門家等による個別経営相談会や講習会を開催し、経営に役立てられた。 

① 中小企業診断士による「個別経営相談会」 

５月１８日～２７日（８日間）、８月３０日～９月１２日（８日間）、１１月１６日～２９日（８日間） 相談者数 ９１名 

② 中小企業診断士によるＩＴに係る「個別経営相談会」 

５月２０日～１月２０日（毎月第３金曜日・９日間） 相談者数 ３０名 

③ 税理士による「個別経営相談会」 

５月１７日～１月１７日（毎月第３火曜日・９日間） 相談者数 ５３名 

④ 社会保険労務士による「個別経営相談会」 

随時開催（１５日間） 相談者数 １５名 

⑤「事業復活支援金」 申請サポート事業 

５月９日～６月１３日（１３日日間） 相談者数 ４２件 

⑥「小規模事業者持続化補助金対応 補助金申請に向けた講習会」 

５月１７日開催 受講者数 １１名 

⑦「インボイス制度対策講習会」 

６月６日、１０月４日、１０月２４日（３日間） 受講者数 ８１名 

⑧「持続化補助金・事業再構築補助金対応 補助金対策講習会」 

１１月７日開催 受講者数 １１名 

（２）制度改正等の課題解決環境整備事業［日本商工会議所委託事業］ 

働き方改革関連法などの労働法制、消費税率の引き上げに伴う価格転嫁対策や消費税軽減税率制度及び適格請求書等保存方式 

（インボイス）などの税制度、民法改正等の制度変更に対して円滑に対応していただけるよう、説明会や個別相談会を開催した。 

① 新型コロナウイルスの各種支援策 説明会 １１事業者参加  個別相談会 ５事業者参加（１０月開催） 

② 改正電子帳簿保存法と e-tax 対策セミナー １回目（１１月開催）説明会 １１事業者参加  個別相談会 ７事業者参加 

                  ２回目（１２月開催）説明会 １２事業者参加  個別相談会 ６事業者参加 

町田市をはじめ多摩地域の小規模事業者を対象に、「事業承継」や「事業継続」などの経営課題解決のために専門家を派遣し、 

支援を行った。［東京都拠点事業］ 

① 経営戦略・事業承継セミナー（５回実施）参加者数：４６名 

② 専門家派遣 

支援社数：２０３社（前年度比１１０％） 

派遣回数：８２９回（前年度比９２％） ［主な支援内容］事業承継（５３％）、販路開拓（２３％）、事業継続（１３％）等 

（１）小規模事業者、創業予定者等に対する経営指導員による伴走支援 

 ・巡回相談 ９５７件  ・窓口相談 ２，０９７件  合計 ３，０５４件 

（２）小規模事業者経営改善資金（マル経融資）の普及・活用促進 

 ・マル経融資 推薦件数：５７件（前年度対比１３５％）、推薦金額：３６，９１０万円（前年度対比１４８％） 

 ・マル経融資に対する町田市による利子助成件数：６４件 助成額：１４８万円 

（３）経営セミナー、個別指導、専門相談の利用促進 

 ・経営セミナー（１８回、２７６名） ・個別指導（１９回、２２４名） 

 ・個別専門相談会（６８回、８６名） 

（４）中小企業経営力向上プロジェクト アドバンス［東京都補助事業］ 

都内中小企業・小規模事業者を対象に、当所の経営指導員と中小企業診断士が連携して 

経営診断を行った。経営診断で判明した経営課題については、専門家を派遣して解決に向けた 

取り組みを進め、事業計画の策定とフォローアップ支援を行った。 

実  績  経営分析 実施企業数 ５４社 

アシストコース  実施企業数、支援回数 ３２社 １４２回 

アドバンスコース 実施企業数、支援回数  ４社  １５回 

（５）補助金申請サポート 

 ・小規模事業者持続化補助金（４回） 支援計画書発行数 ９１件、採択 ５２件 

 ・事業再構築補助金（４回）     確認書発行数   １４件、採択  ６件 

（１）会員事業所訪問 

従来当所から配送していた「令和５年カレンダー」を職員自ら会員事業所へ持参し、 

現在の経営状況や商工会議所への要望を伺うことで経営者とのコミュニケーションを深め、 

商工会議所との関係性の強化、帰属意識の向上を目指した。 

訪 問 先  町田中央支部、町田支部、忠生支部の会員事業所 

       ※２年間で全会員事業所を訪問する計画で約半数を対象。 

実施期間  １０月１７日～１２月１６日  訪問件数  １，５２３件 

 

（２）ⅬＩＮＥ公式アカウントの開設と情報発信 
令和４年１０月１日運用開始。友だち登録された事業者へ、正確で迅速に情報 

（補助金申請受付開始前の事前告知 等）を届けるツールとして活用する。 

友だち登録数  ４８０件 

町田市内の地域資源や農産物、商品・サービスなどを広く市民にＰＲし、町田市の魅力と活力を多くの市民に知ってもらう機会を

創出し、あわせて市内で生産された食材を使った飲食物や、地元農産物、商工業者の連携商品の販売・展示に取り組んだ。「町田 

夢舞生ッスイ祭」も同時開催し、当日の賑わい演出も行った。 

開催場所  ① 原町田大通り会場  ② 町田シバヒロ会場  ③ 小田急駅前東口広場会場 

開 催 日  令和４年１１月１２日（土）、１３日（日） 

出店者数  ２２ブース（原町田大通り、町田シバヒロ会場） 

来場者数  ２日間で約８万人（全会場合計） 

企画事業  ①「町田市農業祭」 ②「連携商品の販売・展示」 

 ③「回遊性向上企画～キラリ限定！謎解きゲーム～」 

④「中心市街地飲食店利用キャンペーン 

 ～キラリに来たなら町田で食べようキャンペーン～」 

来場者がお得にお食事をできる仕組みを構築し、中心市街地飲食店 

の販路拡大（売上増加）を目的とし、１８の参加店舗は店舗独自の 

サービス（テイクアウト含む）を来場者へ提供することで店舗利用 

を促進した。サービス利用件数 １１４件 

⑤「町田夢舞生ッスイ祭」 

「よさこい鳴子踊り」を通して、踊り子と来場者がひとつになり世代を超えた交流、賑わいの創出により地域の 

活性化を目指した催事として開催した。３６チームが参加、踊り子は約１,５００名。 

（１）都市整備･まちづくり委員会 多摩都市モノレール早期開通推進活動 

多摩都市モノレール早期開通に向けた請願・署名活動を実施。 

「請願書」は１１月３０日に都議会議長へ提出した。 

請願数は３５，２６１筆。令和５年３月２４日に請願受理。 

また、隈 研吾 氏による未来駅のパースと模型を制作し、 

令和５年１月１２日～１８日、町田市役所で展示会を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）企画事業委員会 海外視察研修 

海外文化（風習、経済、観光等）に接することにより知見を深め、役員・議員と会員の交流及び情報交換の場を提供することを 

目的として開催。日程は令和５年３月１７日～２１日（４泊５日）、参加者数 ３３名。 

訪問国・視察先  台湾（台北）［新竹サイエンスパーク、工業研究院、台北市進出口商業同業公曾、鈞永科技股份有限公司］ 

個別経営相談会、のべ１８９名が利用 

公式ＬＩＮＥを開設、友だち募集中→ 

活力向上プロジェクトは、アドバンスとして 

引き続き３か年の取り組みが始まった 

８万人の人出で賑わったキラリ☆まちだ祭 

制作した未来駅のパース→ 


